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〇人口：約80万人
〇面積：1,558.06K㎡（全国第2位）
〇天竜川の上流部から下流部まで広大な市域を有する。
〇新幹線・東名高速道路、新東名高速道路などが通り、
世界的な大企業の本社が市街地にはある。

〇遠州灘や浜名湖、天竜川や北遠の山々など、多様で
豊かな自然に囲まれ、一次産業においても日本有数の
産地となっている。

国土縮図型政令指定都市

〇小学校 ９４校（分校含む） （H30年5月1日現在）
最大児童数 1,400人 最小児童数 3人

○中学校 ４６校（分校含む）
最大生徒数 825人 最小生徒数 19人

○小中一貫校 ３校
〇総児童数 43,068人

生徒数 20,269人

浜松市の学校（市立学校）



○ 浜松市の児童、生徒の学力や学習状況を把握分析
するとともに、教育施策の成果と課題を検証し、その
改善を図る。

○ 浜松市の児童、生徒の学力や学習状況について、
各校に情報を提供し、学校における児童、生徒への
学習指導の充実に役立てる。

○ 浜松市の全国学力・学習状況調査の結果について
保護者に説明したり、家庭と学校が一体となって児童、
生徒の育ちと学びを促すため、家庭における児童、生
徒への接し方について保護者に示唆を与える。



○ 平成２６年度より設置

○ 委員構成
・委員長 １名（静岡大学 村山 功 教授）
・委 員 ３名（静岡大学教授・静岡大学准教授）
・浜松市教育委員会 指導課 指導主事 ５名



○ 全国学力・学習状況調査の分析

○ 「浜松市の結果（概要）」の作成

○ 今後の対策についての検討

○研修会
・各校 研修主任等

○学校訪問での指導

○保護者リーフレット
の作成・配布

教員対象 保護者対象



＜平成29年度版＞

○平成２６年度より発行

○毎年１１月下旬

○内容
（１）本調査から見える浜松の

子供のよいところ
（２）本調査の浜松市の結果
（３）質問紙から見る浜松市の子供の

現状
（４）各教科の成果と課題及び改善例
（５）家庭における児童、生徒への接し
方についてのヒント



浜松市の「目指す子供の姿」に向けた、各校に
おける指導の意識の向上

各校における授業改善

児童、生徒の育ちと学びを促そうとする保護者の
意識の高まり

各校の授業改善が、資質・能力の育成につながっ
ているか考える必要がある



他市の学校との比較による本市の傾向の分析、
今後の方向性や展望の把握

実態に即した問題点や改善点についての話合い
による課題解決

調査結果の数理的な解析および経年変化の把握
をもとにした指導


